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平成17年３月期 第１四半期財務・業績の概況（連結）
平成 16年 8月10日

上場会社名       東京製綱株式会社 （ コード番号 ： 5981 　東証、大証第１部 ）

　(URL http://www.tokyorope.co.jp/)

問合せ先　 代表者役職・氏名 取締役社長　田中　重人

責任者役職・氏名 総 務 部 長　佐藤　和規      TEL ： (03) 3211 - 2851

１．四半期財務情報の作成等に係る事項
　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：　有

　　   当第１四半期における税金費用については、法定実効税率をベースとした見積税率による簡便法によっております。

　②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　無

　③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：　無

２．平成17年３月期第１四半期の業績概況 (平成16年４月１日 ～ 平成16年６月30日)

 (1)経営成績（連結）の進捗状況 (記載金額は百万円未満を切捨表示）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

13,734  3.1  412  △ 8.7  323  1.5  188  16.4  
13,318  －  451  －  318  －  162  －  
64,726  △ 8.5  3,992  72.0  3,377  122.2  901  195.2  

 (注)①売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。

　　  ②前年第１四半期につきましては売上高以外の開示を行っておりませんが、当第１四半期との比較のため同様の手続きにより

         作成しております。

　[経営成績 (連結) の進捗状況に関する定性的情報等]
　　　　当第１四半期におけるわが国経済は、企業収益が大幅に改善し、設備投資の増加や雇用情勢の改善を
　　　受け、景気は着実に回復を続けている状況にあります。
　　　　このような情勢のもとで当社グループの業績は、売上高が１３７億３千４百万円と対前年同期比３．１％の
　　　増収となり、経常利益が３億２千３百万円と対前年同期比１．５％の増益、四半期純利益が１億８千８百万
　　　円と対前年同期比１６．４％の増益となりました。

　　　　セグメント別には、鋼索鋼線関連事業については、一般ワイヤロープの値上げは順調に進み、タイヤ用ス
　　　チールコードも堅調に推移しましたが、ワイヤ製品では携帯電話用アンテナの需要が内臓アンテナ化の影
　　　響により減少しました。これらにより、当第１四半期の売上高は８５億１千８百万円と対前年同期比２．３％
　　　の減少となりました。
　　　　開発製品関連事業は、主力製品であるアクリル板遮音壁が好調に推移し、また、前連結会計年度中にお
　　　ける当事業での連結子会社の範囲の拡大もあり、当第１四半期の売上高は２９億９千５百万円と対前年同

　　　期比１９．６％の増加となりました。
　　　　不動産関連事業は、信託しておりました神奈川県川崎市の土地を、平成１５年１０月に売却したため、当
　　　第１四半期の売上高は３億２千万円と対前年同期比６．６％の減少となりました。
　　　　その他の事業は、石油製品が好調に推移し、当第１四半期の売上高は１９億円と対前年同期比８．４％
　　　の増加となりました。

－   

平成16年３月期第１四半期
（参考）平成16年３月期

平成16年３月期第１四半期
（参考）平成16年３月期

潜在 株 式 調 整 後
１株当たり四半期
（当 期 ）純 利 益

円　　銭

5.58   

売    上    高 営  業  利  益 経  常  利  益

－   

１株当たり四半期
（当期）純利益

円　　銭

1.00   

四半期（当期）
純　　利　　益

平成17年３月期第１四半期

平成17年３月期第１四半期 1.19   1.19   
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 (2)財政状態 (連結) の変動状況

 【連結キャッシュ･フローの状況】

百万円 百万円 百万円 百万円

　[財政状態 (連結) の変動状況に関する定性的情報等]
　　　　当第１四半期における総資産は、たな卸資産が増加しましたが、季節要因による売上債権の減少や有形
　　　固定資産の償却が進んだことなどにより、前連結会計年度末に比し４億２千６百万円減少して１，０２６億４
　　　千１百万円となりました。
　　　　当第１四半期末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比し４千５百万円増加して１５億８千８百
　　　万円となりました。営業活動によるキャッシュ・フローは売上債権の減少等により１６億３千４百万円の収入

　　　となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは有形固定資産の取得等により２億５千５百万円の支出と
　　　なりました。財務活動によるキャッシュ・フローは借入金の返済を進め、自己株式を取得したことにより１３億
　　　３千４百万円の支出となりました。

３．平成17年３月期の連結業績予想 (平成16年４月１日 ～ 平成17年３月31日)

　[業績予想に関する定性的情報等]
　　　業績は、概ね当初予想どおりに推移しており、業績予想の修正はありません。

※上記の業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる

　 場合があります。

2,100   

百万円 百万円

１株当たり
予想当期純利益

円　　銭

0.00   
13.01   66,000   

1,100   
4,000   

中      間      期
通           　　期

予 想 売 上 高

29,000   

予想経常利益 予想当期純利益

0   
百万円

現金及び現金同等物
期　　末　　残　　高

平成16年３月期第１四半期
（参考）平成16年３月期

財務活動による
キャッシュ・フロー

平成17年３月期第１四半期 1,634   
2,177   
5,254   

△ 255   
1,859   

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

総  資  産 株  主  資　本

平成17年３月期第１四半期 102,641   38,863   

34.5   
37.7   

円　　銭

230.10   
243.93   

37.9   246.99   

１株当たり
株 主 資 本

平成16年３月期第１四半期
（参考）平成16年３月期

百万円

108,315   
103,068   

百万円

37,398   
38,883   

％

株主資本比率

1,588   
3,339   
1,543   3,083   

△ 1,334   
△ 5,289   
△ 11,597   
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〔添付資料〕

１．（要約）四半期連結貸借対照表
（単位  百万円）

対前連結会計年度

 科　　　　目 増 減

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 金  額 構成比

資 産 の 部 ％ ％ ％

  Ⅰ 流  動  資  産     

  現金及び預金 1,650 1,590 59 3,499

  受取手形及び売掛金 16,553 18,451 △1,897 17,004

  たな卸資産 9,847 8,692 1,155 9,062

  繰延税金資産 1,849 1,790 58 3,174

  そ  の  他 2,793 2,238 554 2,702

  貸倒引当金 △147 △152 4 △97

  流動資産合計 32,545 31.7 32,610 31.6 △65 35,345 32.6

  Ⅱ 固  定  資  産     

有形固定資産     

  建物及び構築物 8,604 8,731 △127 9,032

  機械装置及び運搬具 14,514 15,007 △493 15,676

  土  　  地 22,512 22,512 － 22,633

  信託固定資産 9,858 9,933 △75 10,951

  建設仮勘定 416 248 167 1,033

  そ  の  他 328 348 △20 487

      計 56,234 (54.8) 56,783 (55.1) △548 59,815 (55.2)

 無形固定資産 240 (0.2) 166 (0.2) 73 122 (0.1)

投資その他の資産     

  投資有価証券 6,084 5,863 221 5,369

  繰延税金資産 5,795 5,885 △89 5,767

  そ  の  他 3,950 3,977 △27 2,582

  貸倒引当金 △2,209 △2,218 9 △687

      計 13,621 (13.3) 13,507 (13.1) 113 13,031 (12.1)

  固定資産合計 70,096 68.3 70,458 68.4 △361 72,969 67.4

資  産  合  計 102,641 100 103,068 100 △426 108,315 100

前年同四半期末

(平成15年6月30日現在)

当第１四半期末

(平成16年6月30日現在)

前連結会計年度末

(平成16年3月31日現在)
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（単位  百万円）

対前連結会計年度

 科　　　　目 増 減

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 金  額 構成比

負 債 の 部 ％ ％ ％

  Ⅰ  流　動　負　債     

  支払手形及び買掛金 10,031 10,745 △714 9,900

  短期借入金 22,267 22,462 △194 25,413

  信託短期借入金 120 120 － 120

  未 払 費 用 2,369 2,087 282 2,130

  賞与引当金 1,260 852 407 1,262

  そ  の  他 2,390 1,847 543 3,703

  流動負債合計 38,438 37.5 38,115 37.0 323 42,531 39.3

  Ⅱ  固　定　負　債

  長期借入金 5,942 6,739 △797 8,873

  信託長期借入金 590 590 － 710

  繰延税金負債 108 108 △0 55

  再評価に係る繰延税金負債 8,161 8,161 － 8,129

  退職給付引当金 2,232 2,183 49 2,349

  信託長期預り金 6,069 6,029 40 5,961

  長期前受賃料 1,430 1,471 △40 1,585

  連結調整勘定 61 50 11 44

  そ  の  他 394 385 9 372

  固定負債合計 24,991 24.3 25,718 25.0 △727 28,081 25.9

負　債　合　計 63,430 61.8 63,834 62.0 △404 70,612 65.2

少 数 株  主  持  分

   少数株主持分 348 0.3 351 0.3 △2 303 0.3

 資  本 の 部

  Ⅰ  資    本    金 15,074 14.7 15,074 14.6 － 15,074 13.9

  Ⅱ  資 本 剰 余 金 8,447 8.2 8,447 8.2 － 8,447 7.8

  Ⅲ  利 益 剰 余 金 1,723 1.7 1,534 1.5 188 313 0.3

  Ⅳ  土地再評価差額金 12,949 12.6 12,949 12.6 － 13,729 12.7

  Ⅴ  その他有価証券評価差額金 1,392 1.4 1,261 1.2 130 △156 △0.2

      計 39,587 38.6 39,267 38.1 319 37,407 34.5

  Ⅵ  自  己  株  式 △723 △0.7 △384 △0.4 △339 △8 △0.0

資　本　合　計 38,863 37.9 38,883 37.7 △19 37,398 34.5

負債、少数株主持分及び資本合計 102,641 100 103,068 100 △426 108,315 100

前年同四半期末

(平成15年6月30日現在)

当第１四半期末

(平成16年6月30日現在)

前連結会計年度末

(平成16年3月31日現在)
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２．（要約）四半期連結損益計算書

（単位  百万円）

科  目

金  額 百分比 金  額 百分比 金額 比 率 金  額 百分比

％ ％ ％

 Ⅰ 売  上  高 13,734 100  13,318 100  416 3.1 64,726 100  

 Ⅱ 売 上 原 価 11,157 81.2 10,864 81.6 293 52,061 80.4

     売 上 総 利 益 2,576 18.8 2,454 18.4 122 12,665 19.6

 Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,164 15.8 2,002 15.0 161 8,672 13.4

     営業利益 412 3.0 451 3.4 △39 △8.7 3,992 6.2

 Ⅳ 営 業 外 収 益 139 1.0 160 1.2 △21 529 0.8

     受取利息 5 7 △1 29

     受取配当金 59 64 △4 150

     雑収入 74  89  △15 349  

 Ⅴ 営 業 外 費 用 228 1.7 293 2.1 △65 1,143 1.8

     支払利息 152 184 △32 672

     雑損失 75  108  △32 471  

     経常利益 323 2.3 318 2.4 4 1.5 3,377 5.2

 Ⅵ 特 別 利 益 － － 44 0.3 △44 1,099 1.7

　   固定資産売却益 － － － 300

　   投資有価証券売却益 － 44 △44 545

　   貸倒引当金戻入額 － － － 73

　   補助金収入 － － － 180

 Ⅶ 特 別 損 失 16 0.1 198 1.5 △182 2,724 4.2

     役員退任慰労金 16 25 △8 36

     構造改善費用 － 173 △173 2,069

     信託固定資産売却損 － － － 201

     投資有価証券評価損 － － － 31

     棚卸資産評価損 － － － 236

     製品補償関連損失 － － － 72

     貸倒損失 － － － 55

     貸倒引当金繰入額 － － － 21

     税金等調整前四半期（当期）
     純利益

     税 金 費 用 102 △20 123 803

     少 数 株 主 損 益 △15  △22  7 △48  

     四半期（当期）純利益 188 1.4 162 1.2 26 16.4 901 1.4

(参考)前連結会計年度

自 平成15年４月１日

至 平成16年３月31日

当第１四半期

自 平成16年４月１日

至 平成16年６月30日

前年同四半期

自 平成15年４月１日

至 平成15年６月30日

増  減

307 2.2 164 2.71.2 142 86.9 1,753
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３．四半期連結剰余金計算書

 （単位  百万円）

当第１四半期

科　　　目 平成16年4月 1日から 増 減

平成16年6月30日まで

金 額

（資本剰余金の部）

Ⅰ 資本剰余金期首残高 8,447 8,447 －  8,447

Ⅱ 資本剰余金四半期末(期末)残高 8,447 8,447 － 8,447

（利益剰余金の部）

Ⅰ 利益剰余金期首残高 1,534 151 1,383  151

Ⅱ 利益剰余金増加高 188 162 26  1,905

　　 当期純利益 188 162 26 901

　　 土地再評価差額金取崩額  －  － － 863

　　 新規連結に伴う利益剰余金増加額 － － － 139

Ⅲ 利益剰余金減少高 － － －  521

　　 連結除外に伴う利益剰余金減少額 － － － 521

Ⅳ 利益剰余金四半期末(期末)残高 1,723 313 1,410  1,534

平成15年6月30日まで

金  額

(参考)前連結会計年度

平成16年3月31日まで

平成15年4月 1日から

金  額

前年同四半期

平成15年4月 1日から

金  額
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４．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

当第１四半期 前年同四半期 (参考)前連結会計年度

平成16年4月 1日から 平成15年4月 1日から 平成15年4月 1日から

平成16年6月30日まで 平成15年6月30日まで 平成16年3月31日まで

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 1 税金等調整前四半期（当期）純利益 307 164 1,753
 2 減価償却費 758 754 2,960
 3 退職給付引当金の増減 49 △25 △256
 4 構造改善費用 － 173 2,069
 5 信託固定資産売却損 － － 201
 6 たな卸資産評価損 － － 236
 7 製品補償関連損失 － － 72
  8 支払利息 152 184 672
 9 受取利息・配当金 △64 △71 △179
10 役員退任慰労金 16 25 36
11 固定資産売却益 － － △300
12 投資有価証券売却益 － △44 △545
13 補助金収入 － － △180
14 売上債権の増減 1,897 3,186 2,637
15 たな卸資産の増減 △1,155 △908 △593
16 仕入債務の増減 △628 △551 △822
17 その他 668 △256 △890
 小計 2,001 2,631 6,872
18 利息及び配当金の受取額 67 74 179
19 構造改善に係る支出 － △173 △949
20 製品補償に係る支出 － － △72
21 役員退任慰労金支出 △16 △25 △36
22 補助金による収入 － － 180
23 利息の支払額 △135 △160 △646
24 法人税等の支払額 △281 △168 △273
 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,634 2,177 5,254
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
 1 投資有価証券の取得による支出 △0 △0 △4
 2 投資有価証券の売却による収入 48 348 2,704
 3 貸付けによる支出 △3 △2 △170
 4 貸付金の回収による収入 13 44 596
 5 有形固定資産の取得による支出 △284 △392 △2,900
 6 有形固定資産の売却による収入 1 1,859 2,931
 7 その他 △30 1 △73
 投資活動によるキャッシュ・フロー △255 1,859 3,083
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 1 短期借入金の純増減額 △126 △4,964 △7,949
 2 有価証券消費貸借契約による預り金純増減額 － △846 △1,465
 3 長期借入れによる収入 － 1,500 2,358
 4 長期借入金の返済 △866 △968 △4,139
 5 自己株式取得による支出 △342 － △344
 6 その他 － △10 △56
 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,334 △5,289 △11,597
Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 45 △1,252 △3,259
Ⅴ 現金及び現金同等物期首残高 1,543 4,591 4,591
Ⅵ 新規連結による現金及び現金同等物の増加額 － － 211
Ⅶ 現金及び現金同等物期末残高 1,588 3,339 1,543

（注）現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に記載されている金額との関係

 現金及び預金勘定 1,650 3,499 1,590
 預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △61 △160 △47
   現金及び現金同等物期末残高 1,588 3,339 1,543
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５．セグメント情報

（１）事業の種類別セグメント情報

当第１四半期 （自平成16年 4月 1日　至平成16年 6月30日） （単位：百万円）

鋼索鋼線 開発製品 不動産 その他の 消　去

関連事業 関連事業 関連事業 関連事業 計 又は全社 連　結

Ⅰ．売上高及び営業損益

　　売　　上　　高

　(1)外部顧客に対する売上高 8,518 2,995 320 1,900 13,734 － 13,734 
　(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高

　　 又は振替高 97 258 － 241 598 ( 598) － 

計 8,616 3,253 320 2,141 14,332 ( 598) 13,734 

　　営　業　費　用 8,352 3,318 156 2,092 13,920 ( 598) 13,321 

　　営業利益又は営業損失(△) 263 △  64 164 49 412 － 412 

前年同四半期 （自平成15年 4月 1日　至平成15年 6月30日） （単位：百万円）
鋼索鋼線 開発製品 不動産 その他の 消　去
関連事業 関連事業 関連事業 関連事業 計 又は全社 連　結

Ⅰ．売上高及び営業損益
　　売　　上　　高
　(1)外部顧客に対する売上高 8,718 2,503 343 1,753 13,318 － 13,318 
　(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高
　　 又は振替高 46 182 － 239 468 ( 468) － 

計 8,764 2,686 343 1,992 13,786 ( 468) 13,318 

　　営　業　費　用 8,520 2,761 160 1,892 13,334 ( 468) 12,866 

　　営業利益又は営業損失(△) 244 △  75 183 99 451 － 451 

前連結会計年度 （自平成15年 4月 1日　至平成16年 3月31日） （単位：百万円）

鋼索鋼線 開発製品 不動産 その他の 消　去

関連事業 関連事業 関連事業 関連事業 計 又は全社 連　結

Ⅰ．売上高及び営業損益

　　売　　上　　高

　(1)外部顧客に対する売上高 34,411 21,546 1,310 7,458 64,726 － 64,726 

　(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高

　　 又は振替高 380 1,027 － 1,066 2,474 ( 2,474) － 

計 34,791 22,574 1,310 8,524 67,201 ( 2,474) 64,726 

　　営　業　費　用 33,818 20,583 608 8,197 63,208 ( 2,474) 60,734 

　　営　業　利　益 973 1,990 701 326 3,992 － 3,992 
(注)1.事業区分の方法
　  　内部管理上採用している区分によっております。
　　2.各事業区分の主要製品

区　分 　　主　要　製　品
鋼索鋼線関連事業 ワイヤロープ、各種ワイヤ製品、タイヤ用スチールコード
開発製品関連事業 道路安全施設、長大橋用ケーブル、橋梁の設計･施工、金属繊維、産業機械、

粉末冶金製品
不動産関連事業 不動産賃貸
その他の関連事業 繊維ロープ、網、石油製品

（２）所在地別セグメント情報

　　本国以外の国、又は地域に所在する在外支店及び連結子会社がないため記載しておりません。


